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昭
和
五
十
四
年
十
二
月
十
日

f

大
~

阪
府
大
棗
市
に
「
大
翫
附
大
東
俣
健

所
」
か
大
販
府
の
二
十
四
番
目
の
保

健
所
と
し
て
罰
所
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
保
健
所
か
所
轄
区
域
と
す
る

大
東
市
は
r

屑
円
平
野
の
は
ぼ
中
央

に
位
置
し
f

東
凸
し
8

五
麟
、
田
北

四
念
一
臼
面
畠
‘
十
八
念
四
―
―
履
f

凸
は
大
販
由
に
接
す
る
エ
菜
地
域
f

出
は
東
大
阪
市
f

東
は
東
部
金
剛
仕

駒
国
定
公
闊
に
屈
す
る
飯
藍
城
の
占

跡
と
名
膀
野
崎
鰐
音
を
中
心
と
こ
た

公
園
地
帯
f

山
岳
部
て
戸
良
尻
に
f

北
は
四
条
磨
由
ぉ
戸
屋
川
由
念
門

臭
由
に
接
し
て
い
ま
す
n

大
東
・
巾
一
鬱
は
f

数
万
年
ぅ
叫
生

罰
山
脈
の
覧
主
て
屈
て
f

そ
の
綬
f

地
盤
隆
起
と
屑
川
の
推
禎
竹
用
て
し

た
い
に
陸
化
し
、
江
戸
閂
仄
の
}
7
旦

に
綿
竹
を
中
心
と
す
る
農
業
地
州
と

な
り
、
戸
屋
川
と
息
智
川
の
合
況
点

は
大
販
と
京
良
を
結
ぶ
＇
屑
直
の
拠
責

と
な
り
f

「
野
崎
出
り
」
の
屋
形
舶

て
に
き
わ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
訊

て
い
ま
す
。

現
在
は
f

片
附
綜
の
亀
化
に
よ
り
、

大
阪
都
心
部
と
の
関
係
は
密
扱
と
な

り
f

戦
悛
か
＾
い
の
伽
奈
道
路
⑳
中
央

1 
- ; 
！ 

念
外
蝶
状
線
の
相
次
く
開
通

り
、
工
場
念
事
業
所
愈
任
主
な

の
言
し
い
進
出
を
み
ま
し
た
。

巾
の
人
口
十
一
万
五
f

五
九
二
人

（
附
和
五
十
五
年
一
月
末
現
在
）
て
f

ご
竺
~
1

一
年
の
住
道
間
念
四
条
町
，

二
用
郷
打
の
二
町
一
打
の
合
併
に
よ

0
印
罰
麗
行
時
の
二
万

0
f
o
―
七

人
左
f

〈
7

日
て
ば
―
9

1

g

九
倍
と
な
る

な

発

展

しり
ま
サ
。

〔

大

東

保

健

所

の

〕

従
東
、
大
東
由
。
四
条
磨
由
二
父

閲
由
の
二
市
の
広
麗
な
地
域
を
f

'

大

加
府
四
条
戻
保
健
所
か
所
飢
し
て
い

し
た
。
し
か
し
f

判
用
す
る

つ

ま
tt 

し」 レ
」
ノ
＼

に
お
い
て
も
f

て
い
た
こ
と
か
ら
市
民
の

み
入
れ
箋

I
遅

坦

し

た

財

政

の

な

か
て
昭
和
五
十
三
吟
四
向
年
度
事

茉
と
し
て
竣
工
を
み
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

〔
麗
設
の
概
要
〕

所

在

地

大

東

市

幸

町

8
番

8
ぃ{

（
国
使
番
号
五
じ
四
）

0
し
二

0
1
`
I
九

し

ぞ
れ
の

倖
的
な

し
な
け
汎
ば

〔
愛
さ
れ
倍
頼
さ
れ
る
保
健
所
を
目

指
し
て
〕

近
年
f

生
活
水
準
は
高
度
化
し
、

住
民
の
公
衆
術
生
思
想
は
向
上
し
、

炊
病
予
防
、
健
康
保
持
：
増
進
に
対

す
る
意
識
は
高
ま
っ
て
お
り
、
公
衆

術
生
の
第
一
緑
複
関
で
あ
る
保
健
所

に
対
す
る
住
民
の
期
待
も
多
種
多
様

と
な
シ
て
き
て
お
り
唸
め
の
細
か

し

こ
~: 

来
ま
し
た
か
、
相
次
ぐ
宅
地
化
で
人

口
か
急
増
し
た
地
域
だ
け
に
f

他
市

と
同
様
な
都
市
の
抱
え
る
間
題
か
、

種
々
の
相
談
や
苦
情
と
し
て
保
健
所

に
寄
せ
ら
九
f

戻
境
術
生
業
務
に
、

と
く
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
ま

丁
。
こ
九
ら
に
つ
い
て
は
f

保
健
所

狐
自
て
解
決
で
き
る
事
柄
に
は
限
度

か
，
あ
る
こ
と
か
ら
f

関
係
行
政
機
関

と
の
連
携
を
密
に
し
、
問
題
の
解
決

を
は
か
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
東
保
健
所
は
虹
年
末
の
あ
わ
た

た
し
い
開
所
に
引
き
続
き
苓
本
年
一

月
か
ら
本
格
的
業
務
を
閣
始
し
ま
し

た
ぃ
幸
い
、
市
f

地
応
医
師
会
竿
の

協
力
を
得
f

闘
員
の
一
致
団
結
し
た

積
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
業
務

は
極
め
て
円
滑
に
遂
行
て
き
、
予
想

以
上
の
実
績
、
例
え
は
一
月
に
比
較

し
て
5

一
一
月
は
保
健
所
の

P

8

R
の

徹
屁
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
来
所
者

か
倍
増
す
る
な
と
、
今
更
な
か
ら
、

圧
民
の
保
健
所
へ
の
期
待
の
大
き
さ

を
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
て
あ
り
ま
す
。

八

0
年
代
に
入
っ
て
、
闊
令
化
社

公
へ
と
詞
う
な
か
て
、
俣
飩
所
の
ス

タ
ノ
フ
を
フ
ル
に
凸
用
し
て
、
愛
さ

れ
に
頼
さ
九
る
保
健
所
を
目
指
し
f

発
展
さ
せ
る
べ
く
努
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
て
あ
り
ま
す
c

お
わ
り
に
r

大
夏
保
健
所
の
今
後

の
発
展
の
た
め
、
皆
様
方
の
ご
支
援

を
お
願
い
い
し
ま
す
。
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